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国民健康保険料の基礎賦課額、後期高齢者支援金等賦課額並びに介護納付金賦課額の 

賦課総額に対する按分割合（賦課割合）の改正について

１ 国民健康保険制度 

(1) 平成３０年の制度改正後の財政の仕組み 

～H30年 H30年～
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１ 国民健康保険制度（つづき） 

(2) 納付金・標準保険料率の算定 

兵庫県にて下記のとおり算定 ⇒ 兵庫県より各市町に納付金の金額と標準保険料率を通知 

   ※標準保険料率・・・各市町が、県に納付金を納めるのに必要な保険料収入を確保するための参考料率 



令和 5年度 第 1回芦屋市国民健康保険運営協議会 諮問資料 

3 

１ 国民健康保険制度（つづき） 

 (3) 芦屋市の保険料率の算定 

芦屋市にて、基礎賦課額、後期高齢者支援金等賦課額、介護納付金賦課額それぞれ、下記のとおり算出 

※芦屋市の保険料＝基礎賦課額、後期高齢者支援金等賦課額、介護納付金賦課額の合計額 

〇所得割 

世帯内の被保険者全員の

所得に対して賦課する保

険料 

〇均等割 

世帯内の被保険者１人に

対して賦課する保険料 

〇平等割 

１世帯に対して賦課する

保険料
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２ 国の動向 

【引用元】厚生労働省「（R4）全国高齢者医療・国民健康保険主管課（部）長及び後期高齢者医療広域連合事務局長会議」資料 
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３ 兵庫県の動向 

平成３０年１月に「兵庫県国民健康保険運営方針」を策定し、令和４年１月にその方針を補完する「兵庫県における保

険料水準の統一に向けたロードマップ」を策定。 

「兵庫県における保険料水準の統一に向けたロードマップ」抜粋 

基本方針
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３ 兵庫県の動向（つづき） 

 【現行の芦屋市の制度と保険料水準の統一後の制度との比較】 

【現行】 

芦屋市の保険料算定制度 

【令和９年度～】 

保険料水準の統一後 

算定方式 ３方式（所得割・均等割・平等割） ３方式（所得割・均等割・平等割） 

保険料率 芦屋市で算定した保険料率 県から示される標準保険料率 【現時点】未定 

賦課割合 

芦屋市国民健康保険条例で定められている賦課割合 

【現行】 

所得割５２％・均等割３４％・平等割１４％ 

県から示される標準保険料率の賦課割合（条例改正事項） 

【現時点】 

 未定 

※参考 

【芦屋市の令和５年度標準保険料率の賦課割合】 

所得割 約５６％・均等割 約３１％・平等割 約１３％

（再掲）納付金・標準保険料率の算定（P2） 
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４ 改正内容 

 (1) 概要 

基礎賦課額、後期高齢者支援金等賦課額並びに介護納付金賦課額それぞれの賦課総額に対する按分割合を次のとおり

にする。 

改正案 現 行 

所得割 
被保険者均

等割 

世帯別平等

割 
所得割 

被保険者均

等割 

世帯別平等

割 

基礎賦課額 

54/100 33/100 13/100 52/100 34/100 14/100後期高齢者支援金等賦課額 

介護納付金賦課額 

(2) 統一に向けた芦屋市の動き 

時 期 内 容 詳 細 

令和６年３月 賦課割合の改正 急激な保険料額の増減が発生しないよう、段階的な賦課割合の改正 

令和９年３月まで 賦課割合の改正 保険料水準の統一後の賦課割合の改正 
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４ 改正内容（つづき） 

(3) 賦課割合改正に伴う保険料額への影響 

   〇所得割の賦課割合の増加     → 所得のある世帯の所得割額の増加 

                       ※すでに賦課限度額を超えている場合は影響なし

   〇均等割・平等割の賦課割合の減少 → すべての世帯の均等割額・平等割額の減少

※被保険者の多い世帯ほど均等割額は減少

  【参 考】 

   〇所得割額…世帯内の被保険者全員の所得に対して賦課する額 

〇均等割額…世帯内の被保険者１人に対して賦課する額 

   〇平等割額…１世帯に対して賦課する額  

所得割額+均等割額+平等割額 

基礎賦課額

芦屋市の国民健康保険料額

所得割額+均等割額+平等割額 

後期高齢者支援金等賦課額

所得割額+均等割額+平等割額 

介護納付金賦課額
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【 参 考 資 料 】 

① 芦屋市の令和５年度の保険料算定を、改正案・保険料水準統一後の賦課割合で行った場合の保険料率 

※記載の保険料率はあくまで試算料率です。
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② モデル世帯の保険料年額の試算 

各モデル世帯別で、①で算定した改正案・保険料水準統一後の賦課割合で行った場合の保険料率で保険料年額を計算 

【１人世帯（４０歳代）】 ⇒ ４０歳以上の１人世帯数 ８，７６０（全世帯数に対する割合 ６１．８３％）



令和 5年度 第 1回芦屋市国民健康保険運営協議会 諮問資料 

11 

② モデル世帯の保険料年額の試算（つづき） 

【２人世帯（４０歳代夫婦）】

【参考】世帯主が４０歳以上の２人世帯数 ３，０１５（全世帯数に対する割合 ２１．２８％） 
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② モデル世帯の保険料年額の試算（つづき） 

【３人世帯（４０歳代夫婦＋子１人（就学児以上３９歳以下））】

【参考】 世帯主が４０歳以上の３人世帯数 ６２３（全世帯数に対する割合 ４．４０％）
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〇令和４年度 国保世帯数データ一覧（所得・被保険者数別）


